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「職階別任期制」の適用 
•  常勤職員として雇用（年俸
制） 

•  社会保険、福利厚生等は教職
員と同等 

URA 
再任評価 

5年 5年 

主任URA 
再任評価 

5年 5年 

統括URA 
再任評価 

5年 

研究戦略センター
各チームの責任者。
大学研究戦略に貢
献 

学内外での高いステータ
ス 

教員、ポスドク、企業研究員、知財実務者、事務職員等 
公募 選考 

優秀なURAには長期間の安定雇用 

任期付制度による組織の活力の維持 

明確なキャリアパスによる向上心の付与 

昇
任 

昇任 

東京農工大学 優秀な人材を確保する職階別任期制	
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研究マネジメント体制図�
理事	

（研究担当）	

統括マネージャー	
シニアRM	

RM:リサーチ・マネージャー	
RA:リサーチ・アドミニストレーター	

最終学歴：博士（工学）	
前職：大阪大学教授１５年	
現職年数：６年	

シニアRM	 RA	チーフRA	RM	

最終学歴：修士（工学）	
前職：大阪大学	
　　　　産学連携教授７年	
現職年数：３年	

最終学歴：修士（環境科学）	
前職：シンクタンク２６年	
現職年数：３年	

最終学歴：博士（工学）	
前職：通信会社２９年	
現職年数：１年	

最終学歴：学士（教育学）	
前職：広報事業会社経営８

年	
現職年数：６年	

最終学歴：博士（環境科学）	
前職：スイス連邦工科大学	
　　　　ローザンヌ校研究員６年	
現職年数：３年	

最終学歴：学士（文学）	
前職：大阪大学特任研究員２年	
現職年数：３年	

最終学歴：学士（文学）	
前職：科学技術振興機構６年	
現職年数：３年	

最終学歴：博士（理学）	
前職：国立循環器病センター３年	
現職年数：２年	

最終学歴：博士（エネルギー科学）	
前職：大阪大学助手・特任講師１０年	
現職年数：２年	

最終学歴：修士（文学）	
前職：大阪大学特任研究員４年	
現職年数：２年	

最終学歴：博士（人文科学）	
前職：お茶の水女子大学	
　　　　博士課程学生	
現職年数：２年	

最終学歴：博士（社会学）	
前職：一橋大学博士課程	
　　　　学生	
現職年数：２年	
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※URA組織と事務組織（研究推進部）は密接な連携の元、研究マネジメントを実施している。	
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副所長	

研究戦略センター	

研究推進部	

協働	

 	

 	

 	

 	

 	

学術院	

研究戦略 
担当室	

協働	

協働	
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北海道大学URA職（本部URA）䛾職務内容
【文部科学省　URAスキル標準資料に記載䛾URA業務を改変】

1/2

業務内容 北大業務No

①
政策情報等䛾
調査分析

政府䛾科学技術政策，審議会䛾答申・提言等や，ファンディング・エージェンシー等䛾事業について，そ䛾策
定段階からインターネットや関係者へ䛾ヒアリング等を通じて情報を収集し，政策動向等について分析を行う。
また，組織においてこ䛾機能充実䛾ため，施策情報等に係るデータベース䛾整備等，情報分析機能䛾強化，
充実を図る。

1, 5, 6, 7

②
研究力䛾調査
分析

研究者䛾研究分野，外部資金獲得状況や論文投稿状況等を把握し，マッピング等により大学・部局等䛾研究
特性䛾組織的把握を行う。また，組織においてこ䛾機能充実䛾ため，研究者情報䛾データベース䛾整備等，
研究プロジェクト䛾策定基盤を強化・充実化する

5, 6

③ 研究戦略策定
組織䛾研究教育資源を有効に活用することを目指し，組織改編，研究拠点形成，研究支援体制構築に関する
立案・支援，関係部局と䛾調整等を行う。研究者相互䛾認識䛾拡大と深化，意識醸成，プレゼンス確立䛾た
め，例え䜀新たな課題発見䛾ため䛾ワークショップ䛾開催等を行う。

3, 4, 6, 7,
13, 14

①
研究プロジェクト
企画立案支援

外部資金獲得状況等から他大学と䛾比較，採択結果䛾分析等を行う。また，研究者䛾マッチング，研究チー
ム䛾構成員候補䛾リストアップ等䛾外部資金に応募する研究プロジェクト䛾企画案䛾策定䛾ため䛾支援，調
整等を行う。

8, 10, 11, 16

②
外部資金情報
収集

国，ファンディング・エージェンシーや企業等が募集する補助金・委託事業等䛾国内外䛾外部資金及び関連情
報について，そ䛾策定段階からインターネットや関係者へ䛾ヒアリング等を通じて収集，募集内容，対象や要
件等を分析し，背景となる政策動向や外部資金獲得によるメリット・デメリット等を把握し，適切な研究分野・経
験を持つ研究者に情報提供を行う。

1, 8, 9, 10,
16

③
研究プロジェクト
企画䛾ため䛾内
部折衝活動

外部資金受入，研究プロジェクトに必要な研究資源䛾確保や協力機関と䛾契約等締結に関する事務局と䛾
調整，学内䛾研究者・研究科等へ䛾研究プロジェクトへ䛾参画交渉・調整を行う。

1, 3, 8, 10, 11,
14, 16

④
研究プロジェクト
実施䛾ため䛾対
外折衝・調整

学外䛾研究者・研究機関へ䛾研究プロジェクトへ䛾参画交渉や外部資金受入，事業計画・ＮＤA等䛾契約等
締結に関する協力機関と䛾調整を行う。

8, 11, 12, 16

プロジェクト参画研究者䛾発想を整理し，必要なデータ等䛾収集，外部資金䛾申請書䛾研究計画䛾分筆・ドラ
フトや予算計画䛾作成支援を行う。また，申請書䛾添削・改善アドバイスや形式・内容が公募条件等に適合し
ているかどうか䛾確認を行う。

申請書等を基にヒアリング審査等におけるプレゼンテーション資料等䛾作成や支援を行う。 8, 10, 14, 16

申請書やプレゼン資料作成指導セミナー等を開催する。

①
研究プロジェクト
実施䛾ため䛾対
外折衝・調整

外部資金採択時に，ファンディング・エージェンシー等と䛾研究計画・予算，間接経費䛾比率等䛾調整，詳細
な研究・予算計画䛾作成を行う。

8, 16

②
プロジェクト䛾進
捗管理

研究プロジェクト䛾運営ミーティング，研究チームミーティング等䛾運営，各研究チーム等を含む研究プロジェ
クト䛾進捗状況䛾把握・調整を行う。また，研究プロジェクトに関係する論文発表，学会発表，知的財産䛾取
得，そ䛾他研究成果䛾把握・整理を行う。

8, 16

学内共同研究者，協力機関等へ䛾予算配分案䛾調整・作成を行うと共に，研究費䛾執行状況䛾把握及び研
究計画や法令・補助条件等に適合しているか䛾確認を行う。また，内部監査，外部資金䛾額䛾確定検査等䛾
検査へ䛾対応を事務と連携して行う。

8, 16

研究目的・内容に必要なスペックを満たす機器等䛾リストアップ及び調達䛾際䛾仕様書等䛾作成，メーカーや
経理担当者と䛾調整を行う。

④
プロジェクト評価
対応関連

ファンディング・エージェンシー等による年度評価，中間評価，事後評価等に対して報告書，プレゼンテーション
資料等䛾作成やそ䛾支援，ヒアリングへ䛾出席等䛾対応を行う。また，研究プロジェクト自体で行う評価委員
会䛾開催・運営を行う。

8, 16

⑤ 報告書作成
各種報告書に必要な研究成果等䛾整理，研究者・研究チームと䛾執筆内容䛾調整・整理・取りまとめを行い，
ドラフトを作成する。また，報告書䛾添削・改善アドバイスや報告書が研究計画等へ適合しているかどうか䛾
確認を行う。

8, 16

機能（業務）

③

⑤

（１）研究戦略推進支援業務　(全学的・分野/部局横断型プロジェクトについて、北海道大学䛾研究戦略に基づき下記業務を行う）

（２）プレアワード業務　(全学的・分野/部局横断型プロジェクトについて、北海道大学䛾研究戦略に基づき下記業務を行う）

（３）ポストアワード業務　　(全学的・分野/部局横断型プロジェクトについて、北海道大学䛾研究戦略に基づき下記業務を行う）
 　　　　　　　　　　　　　　(ポストアワード業務䛿、プロジェクト採択初年度内を目途に，速やかにプロジェクト雇用䛾特任教員・特定専門職員等、
　　　　　　　　　　　　　　　担当部局䛾事務等に引き継ぐ）

申請資料作成
支援

プロジェクト䛾予
算管理

2/2

業務内容 北大業務No

国際的な教育研究に関するコンソーシアム形成等，海外機関と䛾連携を進めるに当たり，海外䛾教育研究動
向・状況を理解し，説明資料作成，連絡，調整，契約，調印式等䛾現地で䛾イベント開催等䛾一連䛾業務を，
教員，事務職員と連携して行う。
また，国際共同研究支援䛾一環として，国外から研究者を招聘するため䛾連絡，調整等を行う。

4, 11, 12, 13

※国際本部と䛾連携を想定している。

② 産学連携支援

企業と䛾組織的連携，産学官連携コンソーシアム，地域振興を含めた地域産業界と䛾連携䛾構築支援を行
う。具体的に䛿，企業と研究者䛾研究プロジェクトに対する考え・要望を聞き，方向性を整理し，プロジェクト䛾
実現に向けた交渉・仲介を行う。また，産業界と連携し公的競争的資金による複数䛾当事者による大型・長期
䛾プロジェクト䛾推進を支援する。
※産学連携本部と䛾連携を想定している。

15

③
研究機関として
䛾発信力強化
推進

研究活動に関係する研究機関として䛾提言，宣言等䛾立案を支援する。また，学外䛾研究者や学外ステーク
ホルダー等に対する研究機関として䛾発信力・ブランド力を強化するため，研究内容，研究環境等に関する広
報活動に参画する。
※広報課と䛾連携を想定している。

17, 18

③に関連して、下記䛾業務を行う。

Webサイト䛾掲載内容䛾立案，デザイン，管理や更新を行う。そ䛾他，ニュースレター，パンフレット等䛾海外
向けも含めた広報資料䛾企画・作成を行う。

また，プレス発表等䛾手配や取材䛾対応を行う。 17, 18

研究会や一般向けセミナー等におけるプレゼンテーション資料䛾作成や研究内容・成果䛾発表・報告を行うと
伴に，セミナー等䛾成果䛾取りまとめ，来場者と䛾ネットワーク䛾形成を行う。
※広報課と䛾連携を想定している。

⑤
イベント開催関
連

③に関連して、下記䛾業務を行う。

シンポジウム等䛾企画・立案，プログラム策定を行い，必要な講師等䛾選定・招聘，関連する手続き等䛾事務
部門・イベント会社と䛾調整を行う。また，イベント䛾対象に合った適切な広報を行い，準備・開催当日䛾管理・
運営を行う。
※広報課と䛾連携を想定している。

2, 16

機能（業務）

①

④

（４）関連専門業務　　(全学的・分野/部局横断型プロジェクトについて、北海道大学䛾研究戦略に基づき下記業務を行う）

国際連携支援

研究究広報関
連
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・ビジネスマナー ・計画力 ・タイムマネジメントスキル
・コミュニケーションスキル ・ヒアリング（聞く）スキル ・説明・折衝（話す）スキル
・文章作成（書く）スキル ・プレゼンテーションスキル ・情報収集スキル
・マネジメントスキル

GENERAL

SKILL

ビジネス上のジェネラルスキル。
個人の自己啓発を奨励する。また、
BASIC SKILL研修の中で、スキル
向上を図る。

産官学連携基礎
・研究交流契約知識

・公的研究ＰＪ申請支援手
法
・公募申請書作成スキル
・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ先選定手法
・新規顧客開発手法
・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ基礎スキル
・交渉スキル
・シーズ発掘手法

プロジェクト推進基礎
・研究経理知識
・公的資金管理知識
・プロジェクト管理フロー
・公的研究プロジェクト知識
・会議、シンポジウム運営
・プロジェクトマネジメント
・シナリオシミュレーション
基礎
・ロードマッピング基礎

BASIC

SKILL

知的財産ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ基礎
・特許法・特許制度
・外国の特許制度
・特許明細書の書き方
・中間処理手続き手法
・発明評価手法
・市場性調査手法
・先行技術調査手法
・共同出願契約知識
・ライセンス契約知識

共通知識
・契約・法務知識
・国の政策動向
・他大学動向
・人事任用関連法令知識
・研究倫理関連法令知識
・利益相反関連知識
・最新ﾋﾞｼﾞﾈｽ・業界動向
・最新科学技術動向

各業務担当に応じて必要なスキ
ル。
課内で、定期的な研修を開発し、
実施する。
また、ロールプレイングや受講者
の発表などを通じ、GENERAL
SKILLの向上をも図る。

BASIC

KNOWLEDGE 

スタッフ全員が理解・身につけてい
なければならない基礎知識。
着任時に導入研修を実施する。

知的財産基礎知識
・ポリシー・規程
・手続きフロー
・特許法・特許制度

産官学連携基礎知識
・ポリシー・規程・手続きﾌﾛｰ
・産学官連携メニュー
・公的研究ＰＪ基礎知識

プロジェクト推進基礎知識
・公的研究資金取扱指針
・学内研究費執行ルール

共通基礎知識
・研究高度化中期計画
・データベース利用法
・学内研究支援制度

ADVANCED

SKILL

知財マネジメント
・戦略的特許出願手法
・パテントマップ活用・作成手法
・戦略的知財管理手法
・戦略的ラインセンシング手法
・特許法・特許制度上級

プロジェクトメイキング
・シーズ目利き手法
・テーマ・目標設定手法
・研究陣容構築手法
・プロジェクト計画策定

ベンチャリング
・ビジネス戦略
・起業家評価スキル
・ビジネスプラン作成スキル
・企業法務・財務
・資金調達

プロジェクト推進戦略
・シナリオシミュレーション
・ロードマッピング
・プロジェクトマネジメント

国際連携
・国際法務
・英文契約知識
・安全保障貿易に関する法令・手続き
・環境規制法令・手続き

難易度の高いレベル～専門的
レベルのスキルであり、業務習
熟度に応じて、必要とされる。

熟練者層に対して、内容に応じ
て重点的研修を実施するととも
に、効率性・経済性を鑑み、主
として、外部機関が実施する専
門的研修を受講させる。

共通知識
・企業税制
・著作権
・契約・法務知識

レベル別必要知識・スキル 研修時期・方法レベル分類

研究推進・産学官連携スタッフに必要な知識・スキルと研修方法

理事向け 5-2-①
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Ⅳ．URA スキル標準（2013 年度版） 
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以下，「Ⅳ．スキル標準（2013年度版）」は，平成23年度から実施した本事業の成果である，スキル

標準の最終版として記載する。スキル標準の構成は，「はじめに」，「１．スキル標準の概要」，「２．FAQ」，

「３．用語集」，「４．スキルカード」となる。本報告書では，「Ⅳ．スキル標準（2013年度版）」におい

て，「はじめに」として，スキル標準がどのような背景・目的で作成し，どのように使用できるか等を

記載している。次に「１．スキル標準の概要」では，スキル標準を策定するプロセス，想定しているプ

ロジェクトやURA業務特性等，スキル標準の概要を記載している。最後に、「４．スキルカード」を記

載している。なお、本スキル標準は読みやすさを考慮して，表記法は「です。ます。」調で記載してい

る。 
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はじめに ―「リサーチ・アドミニストレーター（URA）のスキル標準」とは 

  

                                                                                                                                      

  

研究推進支援の専門職，日本版URA個人は，現在400名強がその業務にあたっています。しかしなが

ら，各大学等における組織構成（本部に設置，または部局に設置）やURAのミッション（研究広報や臨

床研究の倫理やコンプライアンス等特定の業務を担当する場合）の違いに加え，大学執行部，教員，事

務職員，産学連携関係者等，URAをとりまくステークホルダーが持つ人材像は未だ統一されていないの

が現状です。 

本スキル標準は，大学において広く導入可能で，かつ，研究活動の活発化に資する実効的なURA制度

の構築を目的とし，必要とされる機能・業務とURAに求められる能力等について，RU11と連携・協力

し，大学における研究活動の実態を踏まえた分析・検討を行い，作成したものです。 

  

本スキル標準は，URA⼈人材育成に有⽤用な「ものさし」として活⽤用いただくものです  
本スキル標準は，URA業務に必要とされる実務能力，すなわち，実際の業務遂行に必要な能力の標準

です。「標準」とは，画一的な基準を押し付けるのではなく，ばらつきや偏りのある中で一つの「もの

さし」を提供するものですので，各大学（各機関）において本スキル標準を適用する際に，適宜カスタ

マイズして使用いただくことを念頭に置いています。 

但し，「ものさし」としての役割から，本スキル標準との対応関係（どこが共通で，どこが異なるか）

は，明示していただくことが必要です。本スキル標準は，URAのスキル標準の第一版であり，URAの

業務が様々な大学で行われる中で，より良いスキル標準をURA関係者で作り上げていくためには，カス

タマイズした内容やその背景等を全国のURA関係者の間で共有することが重要と考えるからです。ある

いは，人材育成のための研修プログラム（早稲田大学で策定）は，本スキル標準と内容が連動しており，

受講内容の選定や育成目標の設定の際に共通の指標が必要になるからです。また，今後URAが大学間で

移動する場合にも，同様に共通の「ものさし」が必要になります。 
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スキル標準は，URA⼈人材育成のツールとして利利⽤用できます  
本スキル標準は， 

・ 自大学のURA人材の「現状把握」… 例えば，現状のURAのレベル評価に 

・ 自大学のURA人材育成の「目標設定」… 例えば，レベル達成目標の設定に 

・ 自大学のURA人材育成の「教育評価」… 例えば，教育・研修を行った後の評価に 

・ 自大学のURA人材の採用 … 例えば，URA人材採用時の要件や業績評価に 

・ URA自身のスキルの「現状把握」･･･例えば，自身のレベル評価に 

・ URA自身のスキルの「目標設定」･･･例えば，自己研鑽のための目標達成の設定に 

・ URA自身のキャリアディベロップメント … 例えば，自己のスキルアップの目標設定に 

利用できます。 

  
スキル標準に含まれないもの…  

前述のように本スキル標準は，URA業務に必要とされる実務能力，すなわち，実際の業務遂行に必要

な能力の標準です。よって，以下のことについては，スキル標準には含まれていません。 

先ずは，URA自身の秘密情報保持の問題です。この問題は，スキルに該当するものではなく，本スキ

ル標準に記載することではありませんが，教職員と同様に原則，所属大学での秘密保持規則を順守する

ことになります。次に，URA組織のマネジメント・改革への関わりについてです。これは，スキルとし

て職務が独立したものではありませんが，上級レベルにはURA組織の体制やマネジメントについての認

識が必要であると考えます。 

  
  
  
  

     


